
発掘ってなあに 第３号 縄文土器篇 別冊

なるみちゃんの

土器作り教室
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縄文土器を作る

　縄文土器にむかう時、よくもこんなに文
様にこだわったものだと感心します。よく
見てみると土器や土製品の表面を覆うその
文様は、ただむやみにスペースを埋めてい
るのではなく、ある一定のパターンがあ

　ることに気付きます。それはまるで決ま
り事や流行であるかの如く時間的、空間的
な広がりを持っています。つまり、遠隔地
でも同じような文様の土器が存在したり、
同じ地域であっても、一つの文様のパター
ンが進化したり、衰退したりしているので
す。　
　考古学ではこの共通性や変化から、文化
圏や、時差を見出しています。縄文土器の
文様は、作り手のこだわりではなく、作り
手のイメージが幾世代も伝わっていったも
のなのでしょう。その証拠に土器つくりの
習慣がなくなった我々現代人が、土器に文
様をつけようとしても、何を器面に描けば
よいか迷うはずです。今回はそうした文様
を中心にして取り上げてみました。

正面 右側面 裏面 左側面

30cm

4
6
cm

深鉢形土器　　　　　　　　　　　縄文時代後期最
初に位置づけられている土器で、称名寺
式と呼ばれるグループに属します。土器
の口縁付近と胴部に見られる「Ｊ」字状
の文様が特徴です。称名寺式土器は、そ
の成立過程など謎の多い土器ですが、磨
り消し縄文という特徴的な技法で施文し
ている土器の仲間です。
　写真の土器は、市原市潤井戸にあった
鎌之助遺跡から出土しました。埋甕とし
て使われたようです。
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ミミズク形土偶　　　　　　　　　　　　　　　　縄文時代後期～
晩期にかけての遺物です。胴より下、左腕は欠
損していますが、本来は、全身が表現されてい
たのでしょう。このように土偶は、欠けた状態
で出土することがほとんどなので、まじないご
とに使われた後に、故意に壊されたものと考え
られます。目・口・耳飾りが「○型」で表現され
ているのが特徴的で、モノクロ写真でよく分か
りませんが、実物は顔も含め赤彩されています。
　市原市国分寺台にある祇園原貝塚より出土し
ました。
　

① ②

③ ④

①②：胴部の拡大写真です。
施文順序は地紋に縄文をつけ、
その後に沈線で「Ｊ」字状に
区画しています。沈線は何度
か同じ場所をなぞったようで
す。最後に地紋である縄文を
磨り消しています。称名寺式
の特徴としてはこの「Ｊ」字
状の文様で円周方向に４分割
し、縦方向に２段施文するも
のが典型です。新しい段階に
は「Ｊ」の中を縄文ではなく、
列点という棒状の工具を押し
つけただけのものが現れます。

③④：口縁部の拡大は２ヶ所
把手状に突き出しています。
この土器の仲間はこのように
波状口縁と呼ばれるものと平
たい口縁を持つものがありま
す。波状口縁のものは円周上
に４ヶ所突き出しているもの
が多いようです。

正面   　　　　　　　　右側面　　　　　　　　裏面　　　　　　　　 左側面正面   　　　　　　　　右側面　　　　　　　　裏面　　　　　　　　 左側面

1
2
cm

12cm
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　　　　　　　土製の耳飾りは、ここで紹介する滑車形（か
　　　　　　　っしゃがた）耳飾りのほか、けつ状耳飾り・
耳栓（じせん）など、形状から幾つかの種類分類されます。
時期は早期末葉～晩期中葉までありますが、滑車形耳飾りは
後期後半～晩期中葉まで作られました。装着法は、民族例や、
土偶の装着例から耳たぶに穴を開け、くびれ部を中心にはめ
込んだものと考えられています。直径は1cmから9cm（！）ぐ
らいで厚さは概ね一定です。小さいものから次第に大きなも
のを装着していったのでしょう。写真は市原市西広貝塚で出
土した耳飾りです。  

①②：髪を結っています。③：目、口、

耳飾りがボタン状に表現されています。

④：手を横から見たものですが、よく

見ると線が縦に何本か見えます。指で

しょうか。⑤⑥：左耳の正面からとそ

の裏の写真です。耳の表現とも考えら

れますが、同じ遺跡から出土した別の

個体である⑦⑧の写真では模様が表現

されているので耳飾りであることが分

かります。

① ② ③

④ ⑤　⑥

⑦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧

　無文のものもありますが、装飾
性に富むものが多く認められます。正面　　　　　　　側面　　   　　　　裏面　　　　正面　　　　　　　側面　　   　　　　裏面　　　　

耳飾り
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16.2cm

8.7cm

9
.4
cm

　縄文時代の土製品は後期から晩期に
かけて東北地方を中心に、北海道から
九州までの各地で発見されています。
その中でイノシシ形の土製品は70例程
度みられます。中にはイノシシの幼獣
であるウリボウも少なくありません。
民族例としてはアイヌ文化では、イノ
シシをかたどったものをイノカといっ
て、これを持つと猟に恵まれるといっ
た風習も見られます。
　写真の遺物は市原市上小貝塚で出土
縄文時代した晩期のものです。

上の写真３枚は胴部、胴部から臀部にかけて、後脚の拡大ですが、この時期に特徴的な
「Ｉ」字状の文様が使われています。

地には縄文を充填しています。

※実測図は『祇園原貝塚』市原市教育委員会に一部加筆

※

よく見ると耳・前脚

・尾・背の一部が欠

けています

正面　

腹側

背面

　右側面　　左側面

おしり

イノシシ形土製品
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 わたしと縄文土器　　
 子供の頃、家の畑に土器片がたくさん散らばって
いました。いろんな形の土器片や石器を拾うのが楽
しくて、つい夢中になり、泥だらけで帰っては母に
叱られたものです。小学6年になると歴史の授業が
始まり、この土器が縄文中期、約4千年前のもので
あることを知り、一層身近なものに感じ、それを作
った人々に対しても親しみを持つようになりました。
最近は高校生の妹も興味を持ち始め、二人で史跡や
博物館などを廻っています。
思い返せば、わたしが大学の史学科に進んだのも、
今このような職場に勤めているのも、あのころ拾っ
た小さな土器片に導かれてのことかもしれません。

本シリーズも縄文時代
が4篇続きましたが、い
かがでしたか？　わたし
も編集に携わる一人とし
て、いろいろ勉強させて
いただきました。この冊
子が、何らかの形であな
たのお役に立てば、とて
も嬉しいです。

　　　                  
                                　　　　　(池野辺 鳴美)

A　発掘の補助員さん達にウケてます。表紙絵がきれいですね。 なる
みファンとして希望を言うなら彼女の服装にもっとバリエーションを
持たせて欲しい。絵を描いた人は「釣りキチ三平」のファンですか？　
                                  さとしくんの後輩(埋文関係者)

→アンケート送って頂きありがとうございます。服装？あれは事務服ですけど
…今後は色々な私をお見せしたいですね。お楽しみに。　　　　(なるみ)　　
→特にファンの作家はいませんが、つげ義春の作品が好きです。(作画担当)

Ｃ　一般の本屋や博物館のミュージアムショップなどでも
販売してほしいです。内容はイラストで統一した方が良い
のでは？説得力は絵だけで充分だと思います。長いシリー
ズを期待します。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備前屋（市原市）

→表現方法について、同じようなご意見もあろうかと思います。し
かし、編集部としては、決して現在のスタイルに満足しているわけ
ではありません。より完成度の高い作品を生み出すため、イラスト
のみにこだわらず、様々なメディアを駆使することも常に検討して
います。ですから逆に、写真が中心になることもあり得るわけです。
シリーズのイメージに関わることなので、皆様からのご意見を頂け
たらと思っています。　　　　　　（編）

Ｂ　これまでの私は「えっ？縄文時代？１万２千年前？それって、ウ
ルトラマンタロウが生まれた年って事だね」…といった程度の曖昧な
知識しかなく、それでも困った事もなかったため、縄文時代の人々の
暮らしなど“どーでもいい項目”でした。でもこのシリーズは、大変
面白くかなり楽しんでおります。正直創刊号は、なんか○○館の学習
漫画シリーズのようで、あくびがでましたが、２・３号とそんな事も
なく、まあ、ゴルゴ１３を読む位の時間はかかりますが、始めから終
わりまで没頭して愛読しております。　　杉山靖恵（ひたちなか市）

→とても楽しいお便りありがとうございます。皆で爆笑しましたが、紙幅の都
合で、ぜんぶ載せられないのがとても残念です。ところでウルトラマンの発想、
土偶の模様が似ているからかしら？　またぜひ、お便り下さいね。　（なるみ）

Ｄ　このような冊子があるなんて驚きました｡2号貝塚篇に
ついて、私なりの感想を書きます。まず、見開きの鳥瞰図
は、インパクトがあり良かった。しかし、海岸低地の具体
像など、景観表現にもう少し工夫が欲しい。竪穴住居など
も、もっと考証を加えるべきだと思う。イラスト誌のわり
には、高度な情報を維持している事が良い。今後も、同程
度のレベルをキープして欲しい。13ページのグラフなどは、
もう少し、具体的な方が良かったと思う。全体に、漫画や
イラストだけでなく、もっと写真を導入してはどうか。写
真にはイラストに無い資料性や具体性があると思う。7ペ
ージの接状剥離の場面など、写真とイラストを合成すると、
もっと臨場感が出るのでは？　また、内容的に不適切な部
分が見受けられるので、専門家との慎重な打ち合わせが、
必要かと思われる。例えば鰹のセリフ、本当にそんな事が
言えるのか疑問です。最後の土器マップはいいですね。次
号以降も楽しみにしていますので、がんばって下さい。
　　　　　　　　　　              埋文関係者（東京都）

→具体的なご指摘とご意見ありがとうございます。内容のレベル
については、プロット作成段階から常に意見の分かれるところで、
苦心しています。文字を増やせば情報量も増えるのですが、バラ
ンスが難しいですね。内容の密度は、「貝塚篇」が限界と考えて
いますが、今後いろいろな手法を試す必要はありそうです。なお、
絵コンテ段階で、専門家の意見を得ているのですが、なかなか完
璧にはいきません。考証にはあえて徹底しない部分を噛み分けて
います。　(編)

　バックナンバー　
・創刊号(住居跡篇)
・第2号(貝塚篇)
・第2号別冊
　(なるみちゃんの貝輪教室)
・第3号(縄文土器篇)

    各50円で好評発売中！
 購入方法については下記までお問い
 合わせ下さい

 今回のボツネタ　 不採用になった
「便利手帳・堅果類図鑑」の絵コンテ。いつか
日の目を見たいなあ

今回は私のコラムです。
ちょっと息抜き
してみませんか？
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調査課
長方形






